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1  「想定外」にも対応する学校防災

東日本大震災の経験 2011年3月
→ ハザードマップの想定を超えることもある

大川小学校津波訴訟判決 2019年10月確定
→ ハザードマップの想定外まで踏まえた学校防災が必須

法に基づいて⾏政機関が作成，公開の「ハザードマップ」
→ もっとも有益な情報源

ハザードマップを地形を踏まえて読むことで，
想定外まで合理的に考えることができるようになる



2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

想定条件
を理解する

ハザード
マップを
読む

ハザード
マップと
地形の関係を
考えて読む

ハザード
マップの
「想定外」
も考える

０ １ ２ ３

村山ほか（2024）による



2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

地形 地表面の形状，土地の高低，起伏
表層地質を反映

国土地理院 https://www.gsi.go.jp/CHIRIKYOUIKU/kawa_1-1.html



2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

低地 台地 丘陵地 ・ 山地
堆積作用 侵食作用（崩壊も）

低地
水害のリスクあり
軟弱な地盤では地震で強く揺れやすい
液状化の可能性が高いところがある

丘陵地・山地
土砂災害のリスクあり
谷のところでは水害のリスク

台地
水害，土砂災害，液状化のリスクは低い
地震でも揺れにくい



2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

ハザードマップポータルサイト → 重ねるハザードマップ



重ねるハザードマップ 宮城県石巻中心部付近を表示



重ねるハザードマップ 洪水と土砂災害を表示



2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

洪水ハザードマップ

浸水深を示す⾊分け︓

⼀般の住宅ではどれくらいの深
さになるかで⾊分けしてある

想定対象の河川︓
大きな河川のみ（国管理は全て，都道府県管理は⼀部）

想定最大規模の降⾬︓
約1,000年に1度ほどの大⾬，河川流域ごとに異なる



石巻市中心部付近では，
想定対象河川︓旧北上川
想定最大規模の降⾬︓354mm／2日間



土砂災害のところの「解説凡例」 → 「凡例」 ボタン押下



⼟⽯流
谷底から谷の出
口を襲う

資料提供 NPO法人土砂災害防止広報センター

急傾斜地の崩壊
（がけ崩れ）
急斜面やがけの
下を襲う

地すべり





2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

土砂災害ハザードマップ

急傾斜地崩壊（がけ崩れ）／土石流／地すべり

それぞれについて，リスクの大きさによって
イエローゾーンとレッドゾーンに分けて，指定される

地形条件（傾斜，がけの高さ，谷地形など，履歴）
＋

社会的条件（人家がある，⽴地が予想される）



重ねるハザードマップ 津波を表示



2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

想定条件
を理解する

ハザード
マップを
読む

ハザード
マップと
地形の関係を
考えて読む

ハザード
マップの
「想定外」
も考える

０ １ ２ ３

村山ほか（2024）による



山下小学校および同学区における，
洪水，土砂災害，津波のリスクを，
ハザードマップ（演習用資料1〜3）を基に
ワークシート（演習用資料4）にまとめましょう。

演習用資料5のワークシート記載例は，
演習に取り組んだ後で，参照してください。

演習 1

2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法



重ねるハザードマップで洪水を表示

④

①
②

③

演習1用資料1 洪水ハザードマップ



重ねるハザードマップで土砂災害を表示

①

④

②

③

演習1用資料2 土砂災害ハザードマップ



重ねるハザードマップで津波を表示

①

④

②

③

演習1用資料3 津波ハザードマップ



演習1用資料4 ワークシート



山下小学校および同学区における，
洪水，土砂災害，津波のリスクを，
ハザードマップ（演習1用資料1〜3）を基に
ワークシート（演習1用資料4）にまとめましょう。

演習1用資料5のワークシート記載例は，
演習に取り組んだ後で，参照してください。

（演習1用資料1〜5はいずれもpdf）

演習 1

2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法



1 「想定外」にも対応する学校防災

2a 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法
＜演習1＞

2b 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

3 学校防災マニュアルの改善
＜演習2＞

目次



2b 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

想定条件
を理解する

ハザード
マップを
読む

ハザード
マップと
地形の関係を
考えて読む

ハザード
マップの
「想定外」
も考える

０ １ ２ ３

村山ほか（2024）による



重ねるハザードマップ 洪水と土砂災害を表示



重ねるハザードマップ ハザード表示なし



重ねるハザードマップ すべての情報から選択
→標高・地形 →陰影起伏図



重ねるハザードマップ 洪水と土砂災害を表示



重ねるハザードマップ すべての情報から選択 →標高・地形 →陰影起伏図
＋ 土地の特徴・成り⽴ち →地形分類（自然地形）





重ねるハザードマップ 洪水と土砂災害を表示



重ねるハザードマップ すべての情報から選択 →標高・地形 →陰影起伏図
＋ 土地の特徴・成り⽴ち →地形分類（自然地形）



重ねるハザードマップ 洪水と土砂災害を表示



2b 地形を踏まえたハザードマップ3段階読図法

想定条件
を理解する

ハザード
マップを
読む

ハザード
マップと
地形の関係を
考えて読む

ハザード
マップの
「想定外」
も考える

０ １ ２ ３

村山ほか（2024）による



3 学校防災マニュアルの改善

宮城県教育委員会「学校防災マニュアル作
成ガイド改訂版」により作成

⽂部科学省「危機管理マニュアル 評価・
⾒直しガイドライン」の以下の部分と関連
しています。

サンプル編 pp.7-11
◆地域，学校，学区の現状
◆危機管理の前提となる危機事象等
と関連しています。

「本校と学区の現状」
（学校と学区における災害特性）



3 学校防災マニュアルの改善

演習 2
自分の学校の「本校と学区の現
状」についてまとめて，防災マ
ニュアルの冒頭に置きましょう。

演習2用資料エクセルファイルを
用いて，自校の「現状」を作っ
てください。エクセルファイル
内の「記載例」シートが参考に
なるかもしれません。


